
 

 

 

提案書評価基準 

 

１ 基本的な評価事項 

プロポーザルを特定するための評価項目は、表１のとおり。 

 

２ 評価方法 

(１) 各評価項目について、表１「提案書評価項目」を参照し、次のように評価を行う。 

ア 「提案者の実施体制・スケジュール・業務実績・言語能力」にかかる評価項目は、

項目内容に応じて、10 点、5 点、5 点、5 点、5 点、5 点、5 点、5 点とし、計 45

点の配点とする。 

イ 「業務内容に関する提案内容」にかかる評価項目は、項目内容に応じて、20 点、

5 点、10 点、5 点、10 点とし、計 50 点の配点とする。 

ウ 「ワーク・ライフ・バランスに関する取組」にかかる評価項目は、項目内容に応

じて、各１点とし、計５点の配点とする。 

 

(２) 各評価項目について、表２「評価の視点」を参照し、次のように評価を行う。 

 ア 「提案者の実施体制・スケジュール・業務実績・言語能力」にかかる評価項目は、

８項目とし、それぞれＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５段階評価を行う。 

  イ 「業務内容に関する提案内容」にかかる評価項目は、５項目とし、それぞれＡ，

Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの５段階評価を行う。 

  ウ 「ワーク・ライフ・バランスに関する取組」にかかる評価項目は、５項目とし、

Ａまたは該当なしの２段階評価を行う。 

  エ 提案内容は、それぞれの配点に、換算した評価（Ａ＝５／５、Ｂ＝４／５、Ｃ

＝３／５、Ｄ＝２／５、Ｅ＝１／５とする。）を乗じて算出する。 

 

(３)評価委員の評価の平均点数(100 点満点)の３／５(60 点)以上を合格点とし、もっ

とも平均点が高い者を特定者とする。 

 

(４)採点が同点の場合は、評価項目のうち、「業務内容に関する提案内容」の評価の平

均点が高い提案をプロポーザルの上位者とする。これも同点の場合は、「業務内容に

関する提案内容」の中の「ビジネスマッチングの機会創出に係る提案内容における

実施方策は、実現可能なものであることを前提として、提案者独自の工夫が見られ

るか」に関する評価の平均点が高い方の提案をプロポーザルの上位者とする。 



 

 

(表２) 評価の視点          

 

 

 
評価項目 評価の着目点 

評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

提案者の実施体
制・スケジュー
ル・業務実績・言
語能力 

「（１）ビジネスマッチン

グの機会創出」に係る実

施体制・実施スケジュー

ルは適切であるか 

実施体制
が極めて
優れてい
る。 

実施体制
が優れて
いる。 

妥当であ
る。 

実施体制
が一部不
適切であ
る。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（２）海外プロジェクト

情報のとりまとめ・提供」

に係る実施体制・実施ス

ケジュールは適切である

か 

実施体制
が極めて
優れてい
る。 

実施体制
が優れて
いる。 

妥当であ
る。 

実施体制
が一部不
適切であ
る。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（３）市内企業によるソ

リューション情報のとり

まとめ・提供」に係る実

施体制・実施スケジュー

ルは適切であるか 

実施体制
が極めて
優れてい
る。 

実施体制
が優れて
いる。 

妥当であ
る。 

実施体制
が一部不
適切であ
る。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（４）都市開発各分野の

理解促進のための機会創

出」に係る実施体制・実

施スケジュールは適切で

あるか 

実施体制
が極めて
優れてい
る。 

実施体制
が優れて
いる。 

妥当であ
る。 

実施体制
が一部不
適切であ
る。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（５）企業の技術及び行

政のノウハウをパッケー

ジ化したコンテンツの開

発」に係る実施体制・実

施スケジュールは適切で

あるか 

実施体制
が極めて
優れてい
る。 

実施体制
が優れて
いる。 

妥当であ
る。 

実施体制
が一部不
適切であ
る。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

過去にビジネスマッチン

グの機会創出に資する業

務の実績を有しているか 

類似業務
の豊富な
実績を有
している。 

類似業務
の実績を
有してい
る。 

妥当であ
る。 

本業務の
遂行に疑
問がある。 

本業務の遂
行に不適で
ある又 は
該当する
記載がな
い。 

過去に海外からの参加者

が集う国際的なイベント

に関する企画運営につい

て、業務の実績を有して

いるか 

類似業務
の豊富な
実績を有
している。 

類似業務
の実績を
有してい
る。 

妥当であ
る。 

本業務の
遂行に疑
問がある。 

本業務の遂
行に不適で
ある又 は
該当する
記載がな
い。 

本委託業務遂行（特にイ

ベント参加者・関係者と

の連絡調整）にあたり、

日本語及び英語の両言語

にて対応可能な体制であ

実施体制
が極めて
優れてい
る。 

実施体制
が優れて
いる。 

妥当であ
る。 

実施体制
が一部不
適切であ
る。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 



 

 

 
評価項目 評価の着目点 

評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

るか 



 

 

 

 
評価項目 評価の着目点 

評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

業務内容に関する

提案内容 

「（１）ビジネスマッチン

グの機会創出」に係る提

案内容における実施方策

は、実現可能なものであ

ることを前提として、提

案者独自の工夫が見られ

るか 

提案者独
自の極め
て有効な
工夫や提
案がみら
れる 

提案者独
自の工夫
や提案が
みられる 

妥当であ
る。 

工夫が無
い。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。実現
不可能な
内容であ
る 

「（２）海外プロジェクト

情報のとりまとめ・提供」

に係る提案内容は、海外

都市情報の整理・提供等

の面で、市内企業のビジ

ネス機会創出に資する内

容となっているか 

ビジネス
機会創出
が大いに
期待でき
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きる。 

妥当であ
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きない。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（３）市内企業によるソ

リューション情報のとり

まとめ・提供」に係る提

案内容は、企業の情報発

信補助等の面で、市内企

業のビジネス機会創出に

資する内容となっている

か 

ビジネス
機会創出
が大いに
期待でき
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きる。 

妥当であ
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きない。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（４）都市開発各分野の

理解促進のための機会創

出」に係る提案内容は、

国際会議の場を活用した

都市課題分野に関する情

報提供の面で、市内企業

のビジネス機会創出に資

する内容となっているか 

ビジネス
機会創出
が大いに
期待でき
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きる。 

妥当であ
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きない。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

「（５）企業の技術及び行

政のノウハウをパッケー

ジ化したコンテンツの開

発」に係る提案内容は、

開発するコンテンツを活

用して、市内企業のビジ

ネス機会創出に資する内

容となっているか 

ビジネス
機会創出
が大いに
期待でき
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きる。 

妥当であ
る。 

ビジネス
機会創出
が期待で
きない。 

妥当でな
い又は該
当する記
載 が な
い。 

 



 

 

 

 
評価項目 評価の着目点 

評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

ワーク・ライフ・

バランスに関する

取組み 

次世代育成支援対策推進

法に基づく一般事業主行

動計画の策定（従業員

101 人未満の場合のみ加

算）をしているか。 

策 定 し
ている。 

    

女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律

に基づく一般事業主行動

計画の策定（従業員 301

人未満の場合のみ加算）

をしているか。 

策 定 し
ている。 

    

次世代育成支援対策推進

法に基づく認定（くるみ

んマーク、プラチナくる

みんマーク）を取得して

いるか。 

取得し
ている。 

    

女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律

に基づく認定（えるぼし）

を取得しているか。 

取得し
ている。 

    

若者雇用促進法に基づく

認定（ユースエール）を

取得しているか。 

左記認
定のい
ずれか
１つ以
上を取
得して
いる。 

    
よこはまグッドバランス

賞の認定を取得している

か。 

 


